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このドキュメントでは、Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 への移行に役立つ情報について説
明します。

Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の主な違い

Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 へのアップグレードには、Oracle Solaris 11 の新規のインス
トールが必要です。

移行に役立つツールには次のものがあります。

■ Oracle Solaris 10 ブランドゾーン。Oracle Solaris 10 インスタンスを Oracle Solaris 11 システムの
Oracle Solaris 10 ゾーンに移行します。

■ ZFS シャドウマイグレーション。UFS データを、ローカルまたは NFS のいずれかの既存の
ファイルシステムから、ローカルの新しい ZFS ファイルシステムに移行します。同じファイ
ルシステム階層に UFS ディレクトリと ZFS ファイルシステムを混在させないでください。
また、UFS ファイルシステムを Oracle Solaris 10 システムから Oracle Solaris 11 システムにリ
モートでマウントすることも、Oracle Solaris 10 システムで ufsrestore コマンドを使用し
て、UFS データ (ufsdump) を Oracle Solaris 11 ZFS ファイルシステムに復元することもできま
す。

■ ZFS プールのインポート。Oracle Solaris 10 システムで ZFS ストレージプールが含まれている
ストレージデバイスをエクスポートして切断してから、それらを Oracle Solaris 11 システムに
インポートします。

■ NFS ファイル共有。Oracle Solaris 10 システムから Oracle Solaris 11 システムにファイルを共有
します。NFS の旧バージョンの共有 ZFS ファイルシステムと ZFS NFS 共有ファイルシステム
を混在させないでください。ZFS の NFS 共有ファイルシステムのみを使用してください。

主要な Oracle Solaris のドキュメントについては、Oracle Solaris のドキュメントを参照してくださ
い。その他のドキュメントおよび例については、『Oracle Solaris 11 のテクノロジーの概要』ペー
ジでテクノロジーを選択してください。

Oracle Solaris 10 で実行されるアプリケーションは、パブリック Oracle Solaris インタフェース
のみを使用している場合は Oracle Solaris 11 でも実行されます。The Oracle Solaris 11 Preflight
Applications Checker は、Oracle Solaris 10 で動作中のアプリケーションを分析して、アプリケー
ションの Oracle Solaris 11 の準備状態を判断できます。このツールのチェックの成功は、Oracle
Solaris 11 で変更しなくてもアプリケーションを実行できることを強く示します。

FOSS およびその他のソフトウェアのバージョンが更新されます。システムに複数のバージョン
のコマンドまたはツールを同時にインストールできる場合もあります。アプリケーションが特定
のバージョンに依存する場合は、リンクに依存するのではなく実行可能ファイルへのフルパスを
使用してください。

Oracle Solaris 11 で使用できなくなったコマンドおよびツールのリストについては、『Oracle
Solaris 11 の End of Feature の通知』を参照してください。ほとんどの場合は、代替のものが用
意されています。このリストには、新しい Oracle Solaris 11 をサポートしないハードウェアも含
まれています。特定のサーバーでサポートされていない Oracle ソフトウェアのリストについて
は、『Oracle Server システムソフトウェアスタック』を参照してください。

各リリースでの新規機能または更新された機能の概要については、次のドキュメントを参照して
ください。

■ 『Oracle Solaris 11.4 新機能』
■ Oracle Solaris 11.3 新機能
■ Oracle Solaris 11.2 新機能
■ Oracle Solaris 11.1 新機能 [PDF]
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■ Oracle Solaris 11 - 新機能 [PDF]

グラフィカルデスクトップは、一部のシステムインストールにはデフォルトでは含まれていませ
ん。グラフィカルデスクトップが必要な場合は、group/system/solaris-desktop IPS パッケー
ジをインストールしてください。

インストールとアップグレードの変更点

Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 への主な変更点は次のとおりです。

■ インストールとアップグレード:
■ JumpStart の代わりに、Automated Installer を使用します。
■ Live Upgrade の代わりに、テキストインストーラまたは Image Packaging System (IPS) の

pkg コマンドを使用します。
■ ソフトウェアパッケージは、Linux パッケージリポジトリと同様のパッケージリポジトリ

で配布されます。
■ アーカイブとリカバリ: フラッシュアーカイブの代わりに、統合アーカイブを使用します。
■ システムサービス: 構成ファイルを直接編集するのではなく、サービス管理機能 (SMF) サービ

スのプロパティー値を設定することで、より多くのシステム構成を行います。構成ファイル
でコメントを探して、その構成についてのドキュメントを参照してください。

■ root ユーザー: デフォルトでは root は役割であり、ユーザーではありません。権限が必要な
タスクを root として実行する代わりに、関連するタスクの各セットをターゲットとした役割
を作成し、割り当てます。

■ シェル: root ユーザーのデフォルトシェルは ksh です。その他のユーザーのデフォルトシェ
ルは bash です。デフォルトのユーザー PATH も変更されています。

Oracle Solaris 機能を構成する方法の変更点

/etc/system.d ディレクトリ (顧客固有のシステム構成ファイルも格納されます) の部分的な構
成ファイルによって、より多くの構成が提供されます。/etc/system を日常的に編集することは
避けるようにしてください。部分的な構成ファイルは、指定されたサービスプロパティー値を使
用して SMF サービスによって作成される場合もあります。

ネットワーク構成では、Oracle Solaris 11 は、net0、net1、netN 命名規則を使用して、システム
の各データリンクに一般的な名前を割り当てます。構成も、構成ファイルを直接編集するのでは
なく、SMF サービスプロパティー値を使用して管理されます。さらに、データリンクと IP イン
タフェースを設定するための新しいコマンドが導入されて、Oracle Solaris 10 でよく使用されてい
る ifconfig などのコマンドに取って替わっています。

Oracle Solaris 11 のネットワークは、ネットワークパフォーマンスの向上、効率的なネットワー
クリソース管理、ネットワークの可用性の向上、およびネットワーク仮想化などの分野での新
しいテクノロジーを提供するように向上しています。『Oracle Solaris ネットワークの管理』およ
び『Oracle Solaris でのネットワークサービスの管理』にあるドキュメントを参照してください。

ユーザー環境の変更点

■ デフォルトのログインおよびその他のシェルの変更 - Oracle Solaris 11 では、/bin/sh は Korn
シェル (ksh93) であり、デフォルトの対話式シェルは Bourne-Again (bash) シェルです。ログ
インシェルとして使用した場合、bash は .bash_profile、.bash_login、または .profile
ファイルの最初のインスタンスから構成情報を取り出します。

Oracle® Solaris 10 から Oracle® Solaris 11.4 への移行 3

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/documentation/solaris11-whatsnew-201111-392603.pdf
https://docs.oracle.com/cd/E37838_01/index.html#group-5
https://docs.oracle.com/cd/E37838_01/index.html#group-7


■ レガシー Bourne シェルは /usr/sunos/bin/sh として使用可能です。
■ 旧バージョンの ksh88 は、shell/ksh88 パッケージの /usr/sunos/bin/ksh として使用

可能です。
■ Korn シェルの互換性の情報は、/usr/share/doc/ksh/COMPATIBILITY で入手できます。

■ デフォルトのユーザーパスおよび PATH 環境変数 – デフォルトのユーザーパスは /usr/bin で
す。root 役割のデフォルトパスは /usr/bin:/usr/sbin です。bash のデフォルトの PATH 環
境変数は /usr/bin:/usr/sbin です

Oracle Solaris 11.4 のユーザー環境の詳細については、「About the User Work Environment」 in
『Managing User Accounts and User Environments in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。

セキュリティーの変更点

Oracle Solaris 11 のセキュリティーは、業界標準をより厳密にサポートしています。Oracle Solaris
11 のセキュリティーの概要については、『Security: An Oracle Solaris Differentiator』を参照してく
ださい。

その他の拡張は、さらに強化を行い、コンプライアンス機能を追加し、セキュリティーのリモー
ト管理を有効にします。
Oracle Solaris 11 では、次のプログラムは最新バージョンの業界標準またはオープンソース標準
に基づいています。各プログラムは、最新のセキュリティー修正が含まれていても、特権、ゾー
ン、サービス管理フレームワーク (SMF) などの Oracle Solaris 11 機能とシームレスに連携するよ
うに拡張されています。

■ KMIP – Chapter 5, 「KMIP and PKCS #11 Client Applications」 in 『Managing Encryption and
Certificates in Oracle Solaris 11.4』

■ パケットフィルタ (PF) – Chapter 3, 「Oracle Solaris Firewall」 in 『Securing the Network in Oracle
Solaris 11.4』

■ MIT Kerberos V – 『Managing Kerberos in Oracle Solaris 11.4』
■ OpenSSH – 『Managing Secure Shell Access in Oracle Solaris 11.4』
■ Cyrus SASL (libsasl2) – Chapter 2, 「Using Simple Authentication and Security Layer」 in

『Managing Authentication in Oracle Solaris 11.4』

次の機能は、セキュリティー管理を容易にしたり、より安全な作業環境を提供したりします。

■ 「機密情報」などのラベルを追加することによるプロセスおよびファイルの分離 – Chapter
6, 「Labeling Processes for Data Loss Protection」 in 『Securing Users and Processes in Oracle
Solaris 11.4』 および Chapter 3, 「Labeling Files for Data Loss Protection」 in 『Securing Files and
Verifying File Integrity in Oracle Solaris 11.4』。

■ わかりやすい監査レポートのインタフェースと監査イベントの選択 – 「What’s New in the
Audit Service in Oracle Solaris 11.4」 in 『Managing Auditing in Oracle Solaris 11.4』

■ 2 要素認証
■ Chapter 4, 「Using One-Time Passwords for Multifactor Authentication in Oracle Solaris」 in

『Managing Authentication in Oracle Solaris 11.4』
■ Chapter 3, 「Using Smart Cards for Multifactor Authentication in Oracle Solaris」 in 『Managing

Authentication in Oracle Solaris 11.4』
■ ネイティブのコンプライアンスレポート – 『Oracle Solaris 11.4 Compliance Guide』
■ FIPS 140-2 検証 – 『Using a FIPS 140-2 Enabled System in Oracle Solaris 11.4』
■ 不変ゾーン、大域ゾーン、および非大域ゾーン – Chapter 12, 「Configuring and Administering

Immutable Zones」 in 『Creating and Using Oracle Solaris Zones』
■ セキュリティー拡張機能 – 「Protecting Against Malware With Security Extensions」 in 『Securing

Systems and Attached Devices in Oracle Solaris 11.4』
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■ ハードウェアの簡単な管理のための OHMP – システム管理と診断のドキュメント (http://
www.oracle.com/goto/ohmp/docs)

■ ユーザーレベルの暗号プリミティブへの直接アクセス – 「Simple and Fast ucrypto Provider」 in
『Managing Encryption and Certificates in Oracle Solaris 11.4』

Oracle Solaris 11 は、リモート管理を一元化して有効にすることで、LDAP およびネットワークの
セキュリティー関連の機能の管理を容易にします。

■ スマートカードのリモート管理 – Chapter 3, 「Using Smart Cards for Multifactor Authentication in
Oracle Solaris」 in 『Managing Authentication in Oracle Solaris 11.4』

■ コンプライアンスレポートの一元的な管理 – 「Modifying System-Wide Privileges, Authorizations,
and Rights Profiles」 in 『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.4』

■ ユーザーアカウントの SMF 管理 – 「New Feature – Enabling the account-policy Service」 in
『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.4』

■ LDAP への SSH 公開鍵の格納 – 「Secure Shell and Remote Public Keys」 in 『Managing Secure
Shell Access in Oracle Solaris 11.4』および ssh-ldap-getpubkey(8) のマニュアルページ

機能差異表

このセクションでは、Oracle Solaris のいくつかの重要な機能を表形式で示し、Oracle Solaris 10 と
Oracle Solaris 11.4 の相違点を示しています。

表 1 インストール、ブート環境の管理、更新、アーカイブとリカバリ

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

単一または複数のシステムの自動イン
ストール

JumpStart Automated Installer (AI)

『Automatically Installing Oracle Solaris
11.4 Systems』

『Customizing Automated Installations
With Manifests and Profiles』

対話型インストール、メディアから、
またはネットワーク経由

Live Upgrade テキストインストーラ

『Manually Installing an Oracle Solaris
11.4 System』

基本ソフトウェアセット クラスタ グループパッケージ

solaris-large-server – AI およびテ
キストインストールのデフォルト

solaris-small-server – 非大域ゾーン
のデフォルト

solaris-minimal-server – Oracle
Solaris を実行するために必要なパッ
ケージの最低限サポートされるセット
をインストールします

Oracle Solaris 11 システムへのアクセス
権がない場合は、http://pkg.oracle.
com/solaris/release/ でパッケージ
の内容を確認できます

システムのアップグレード、追加ソフ
トウェアのインストール、ソフトウェ
アの更新

Live Upgrade pkg(1)

『Updating Systems and Adding Software
in Oracle Solaris 11.4』

『Creating Package Repositories in Oracle
Solaris 11.4』
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機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

アーカイブとリカバリ フラッシュアーカイブ 統合アーカイブ

『Oracle Solaris 11.4 でのシステム復旧と
クローン』

ブート環境 (BE) の管理 lu* beadm(8)

『Oracle Solaris 11.4 ブート環境の作成と
管理』

表 2 ブート機能

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

ブート (ルートデバイスから) ZFS、UFS、または Solaris Volume
Manager ルートデバイスから

ZFS ルートファイルシステムから

『Oracle Solaris 11.4 システムのブートと
シャットダウン』

ブート (ネットワークから) SPARC: boot net[:dhcp] または
boot net[:rarp]

x86: ネットワークからの PXE
(Preboot eXecution Environment)
ブートをサポートする DHCP サー
バーが必要です。

SPARC: boot net:dhcp

x86: PXE ブートプロセスは UEFI ファー
ムウェアについてのみ変更されていま
す

ブート (リカバリ) Failsafe 統合アーカイブ

『Oracle Solaris 11.4 でのシステム復旧と
クローン』

ブートローダー (管理) SPARC: installboot

x86: installgrub

SPARC および x86: bootadm install-
bootloader

bootadm(8)

x86 ファームウェアサポート BIOS UEFI と BIOS

表 3 ファイルシステムとストレージの管理

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

ファイルシステム ZFS、UFS、または Solaris Volume
Manager のルートファイルシステ
ム

ZFS ルートファイルシステム

『Oracle Solaris 11.4 での ZFS ファイル
システムの管理』

『Oracle Solaris 11.4 でのデバイスの管
理』

UFS はサポートされる旧バージョンの
ファイルシステムですが、ブート可能
なルートファイルシステムとしてはサ
ポートされません。

旧バージョンの Solaris ボリュームマ
ネージャー製品はサポートされます
が、Solaris ボリュームマネージャーの
ルートデバイスからブートすることは
できません。

スワップとダンプ UFS ルート環境では、スワップデ
バイスおよびダンプデバイスに対
して 1 つのディスクスライスが提
供されます。

2 つの個別のボリュームがスワップデバ
イスとダンプデバイスとして作成され
ます。ZFS ルート環境では、スワップ
デバイスおよびダンプデバイスの両方
のために単一ボリュームを使用するこ
とはできません。

ZFS ルート環境では、ファイルをス
ワップデバイスとして使用することは
できません。
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機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
ダンプデバイスのサイズは、物理メモ
リーの約 1/2 から 3/4 でなければなりま
せん。

『Oracle Solaris 11.4 での ZFS ファイル
システムの管理』

『Oracle Solaris 11.4 でのファイルシステ
ムの管理』

iSCSI LUN の構成 iSCSI ターゲットデーモ
ン、iscsitadm コマンド、および
ZFS shareiscsi プロパティー

COMSTAR (Common Multiprotocol SCSI
Target) は、iSCSI プロトコルだけでな
く、さまざまなタイプの SCSI ターゲッ
トをサポートします

『Oracle Solaris 11.4 でのデバイスの管
理』

パックアップ ufsdump および ufsrestore ZFS スナップショットおよびクローン

『Oracle Solaris 11.4 での ZFS ファイル
システムの管理』

ファイルのコピー rdist rsync(1) および scp(1)

次の表に記載されているドキュメントに加えて、『Managing System Information, Processes, and
Performance in Oracle Solaris 11.4』も参照してください。

表 4 システム構成および管理

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

定期的なタスク cron 定期的なサービスまたはスケジュール
されたサービス

『Oracle Solaris 11.4 でのシステムサービ
スの開発』

『Oracle Solaris 11.4 でのシステムサービ
スの管理』

オペレーティングシステムとネット
ワークの単一のシステム構成

sys-unconfig および sysidtool 対話式システム構成 (SCI) ユーティリ
ティ

sysconfig(8)

『Manually Installing an Oracle Solaris
11.4 System』

オペレーティングシステムとネット
ワークの単一または複数のシステム構
成

/etc/system を編集します 構成ファイルの一部を /etc/system.d
に追加します

SMF プロファイルを使用してサービス
を構成します

SMF のプロファイルとレイヤー、IPS
パッケージ

『Oracle Solaris 11.4 でのシステムサービ
スの管理』

スタック全体の一元化された複数のシ
ステム構成

Ops Center Puppet、Chef、Oracle Enterprise Manager
Ops Center

『Oracle Solaris 11.4 での Puppet を使用
した構成管理の実行』

Oracle Solaris Chef Cookbooks

Chef および Puppet のサンプルコード

ホスト名の設定 /etc/nodename を編集します hostname(1)
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機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

電源管理 pmconfig および /etc/
power.conf

poweradm(8)

リモートログイン rstart および rstartd ssh(1)

表 5 ネットワーク管理

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

ネットワーク管理コマンド ifconfig、ndd、wificonfig dladm(8) – データリンク、IP トンネ
ル、ドライバ構成

ipadm(8) – IP 構成

ifconfig コマンドと対応する dladm
および ipadm サブコマンドの間で同
等のものを確認するには、『Oracle
Solaris 11.4 Network Administration
Cheatsheet』を参照してください。

ルーティング /etc/defaultrouter route(8)

ネーミングとディレクトリサービス /etc にあるファイルを編集しま
す

SMF サービスのプロパティー値を設定
します

『Oracle Solaris 11.4 ディレクトリサー
ビスとネームサービスでの作業: DNS と
NIS』

『Oracle Solaris 11.4 ディレクトリサービ
スとネームサービスでの作業: LDAP』

表 6 仮想化と高可用性

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

子システム Oracle Solaris の非大域ゾーン Oracle Solaris の非大域ゾーン

『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』

Oracle Solaris 10 ゾーン

『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使
用』

スタンドアロンシステム LDOM Oracle Solaris カーネルゾーン

『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と
使用』

Oracle Solaris VM サーバー

Oracle VM Server と Oracle VM Manager

Oracle VM テンプレート

表 7 デスクトップ機能

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

デスクトップ 共通デスクトップ環境 (CDE) (デ
フォルト)

GNOME 2.6 (オプション)

GNOME 3

『Oracle Solaris 11.4 Desktop』

印刷 LP 印刷サービス、lp 印刷コマン
ド、Solaris 印刷マネージャー GUI

CUPS

『Oracle Solaris 11.4 での印刷の構成と管
理』

ロケール、タイムゾーン、キーマップ
の構成

localeadm nlsadm(8)
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機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
『Oracle Solaris 11.4 国際化対応言語環境
の利用ガイド』

表 8 ユーザー管理

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

コマンド user*、group*、role* useradm コマンドの追加

Unresolved link to " useradm8"

対話型ツール Solaris Management Console および
関連するコマンド行

useradm アプリケーション

Oracle Solaris ユーザーアカウントマネー
ジャー BUI

『Oracle Solaris 11.4 のユーザーアカウン
トとユーザー環境の管理』
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